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コーサンビー城跡からの串十品。

二頭の動物を従えている

城壁跡からヤナム河を見下ろす
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釈
尊
の
足
跡
、
仏
跡
は
主
に
北
部
イ
ン
ド
、
ガ
ン
ジ

ス
河
沿
に
広
が
る
。
八
大
仏
跡
に
入
ら
な
い
コ
ー
サ

ン
ビ
ー
城
遺
跡
は
、
釈
尊
が
夏
の
安
居
（
長
雨
の
期
間
、

同
じ
場
所
に
留
ま
る
こ
と
）
を
九
回
行
っ
た
仏
跡
で

あ
る
。
ベ
ナ
レ
ス
の
上
流
、
ガ
ン
ジ
ス
河
と
ヤ
ナ
ム

河
の
合
流
地
点
に
近
い
水
運
に
便
利
な
地
点
に
あ
る
。

コ
ー
サ
ン
ビ
ー
の
起
源
は
古
く
紀
元
前
２
０
０
０

年
に
は
で
き
た
大
き
な
都
市
群
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

ヴ
ェ
ー
ダ
時
代
に
は
既
に
存
在
し
、
後
に
は
ヴ
ァ
ッ

サ
王
国
の
首
都
と
な
っ
た
。
釈
尊
が
滞
在
し
た
こ
ろ

は
ウ
ダ
ャ
ナ
王
朝
の
支
配
下
に
あ
り
、
仏
典
に
は
多

く
の
人
々
が
こ
の
地
を
訪
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
紀
元
前
３
世
紀
の
マ
ウ
ル
ヤ
王
朝
、

５
世
紀
の
グ
プ
タ
王
朝
で
も
重
要
な
都
市
、
特
に
東

西
貿
易
の
拠
点
と
し
て
栄
え
た
。

そ
し
て
、
コ
ー
サ
ン
ビ
ー
城
の
遺
跡
に
は
注
目
す

べ
き
遺
跡
が
川
か
所
あ
る
・
巨
大
な
城
壁
、
鷲
の
マ
ー

ク
で
表
さ
れ
る
人
身
御
供
（
プ
ル
シ
ャ
メ
ー
ダ
）
の
跡

（
鷲
の
マ
ー
ク
で
示
さ
れ
る
）
、
ゴ
ー
シ
ー
タ
精
舎
な
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ど
三
つ
の
精
舎
、
ア
シ
ョ
ー
カ
王
造
立
の
石
柱
で
あ

る
。
城
壁
は
ヤ
ム
ナ
川
に
面
し
非
常
に
高
く
、
そ
の

急
な
傾
斜
で
水
害
や
敵
の
侵
入
を
防
い
で
い
た
。

こ
の
城
壁
や
榊
築
物
を
守
る
た
め
に
、
狭
い
空
間

に
生
き
た
ま
ま
の
人
間
を
閉
じ
込
め
る
人
身
御
供
が

行
わ
れ
た
。
人
見
御
供
を
出
し
た
家
族
は
膨
大
な
お

礼
を
受
け
取
っ
た
。
ア
ラ
ハ
バ
ー
ド
大
学
の
博
物
館

に
保
存
さ
れ
て
い
る
レ
ン
ガ
は
今
で
も
リ
ン
が
燃
え

て
い
る
証
拠
に
薄
い
光
を
放
っ
て
い
る
。

三
精
舎
に
は
そ
れ
ぞ
れ
寄
進
し
た
人
々
の
名
前
が

つ
け
ら
れ
て
い
る
。
ク
ッ
ク
タ
、
ゴ
ー
シ
ー
タ
、
ヴ
ァ

リ
カ
で
い
ず
れ
も
有
力
な
市
民
だ
っ
た
。

ア
シ
ョ
カ
王
が
建
立
し
た
石
柱
の
石
頭
は
す
で
に

な
い
が
、
石
柱
に
は
コ
ー
サ
ン
ビ
ー
で
起
き
た
戒
律

解
釈
の
顛
末
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

釈
尊
滅
後
に
コ
ー
サ
ン
ビ
ー
仏
典
結
集
と
呼
ば
れ

る
集
会
も
行
わ
れ
た
。
そ
の
二
度
目
に
、
一
部
の
比

丘
た
ち
が
手
洗
い
の
水
を
水
鉢
に
残
し
、
物
議
を
醸

し
出
し
た
。
水
鉢
に
ボ
ウ
フ
ラ
が
わ
き
蚊
と
な
り
、
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ア
シ
ョ
ー
カ
王
造
立
の
石
柱
と
筆
者
。
十
数
年
前
の
記
念
写
真と

佐
藤
良
純
大
正
大
学
名
誉
教
授

さ
と
う
・
り
ょ
う
じ
ゅ
ん
昭
和
７
年
東
京
生
ま
れ
。
大
正
大
学
、

同
大
学
院
、
イ
ン
ド
デ
リ
ー
大
学
院
に
学
ぶ
。
昭
和
訓
年
よ
り
大

正
大
学
で
教
鞭
を
と
り
、
教
授
、
学
科
長
を
経
て
、
平
成
仙
年
退

職
、
大
正
大
学
名
誉
教
授
と
な
る
。
イ
ン
ド
へ
の
初
渡
航
は
昭
和

犯
年
、
以
来
イ
ン
ド
へ
訪
れ
る
こ
と
、
㈹
有
余
回
。
著
書
に
「
ブ
ッ

ダ
ガ
ヤ
大
菩
提
寺
一
、
一
噸
釈
尊
の
生
涯
Ｌ
一
な
ど
多
数
。

た
。
水
を
残
し
て
も
良
い
と
主
張
し
た
比
丘
は
最
終

的
に
破
門
さ
れ
た
が
、
コ
ー
サ
ン
ビ
ー
の
信
者
に
よ

る
仲
介
で
和
解
し
た
。
釈
尊
に
よ
る
仲
介
説
も
あ
る
。

こ
の
コ
ー
サ
ン
ビ
ー
遺
跡
は
１
９
４
９
年
か
ら
ア

ラ
ハ
バ
ー
ド
大
学
の
シ
ャ
ル
マ
教
授
に
よ
っ
て
数
回

に
わ
た
っ
て
調
査
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
大
き
な
煉

瓦
の
城
壁
は
紀
元
前
Ⅱ
世
紀
か
ら
紀
元
前
９
世
紀
に

わ
た
っ
て
造
ら
れ
た
こ
と
が
炭
素
測
定
法
（
木
材
に

残
る
炭
素
の
放
射
能
量
で
木
材
の
年
代
が
わ
か
る
）

で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
宮
殿
あ
と
に
残
る
建

物
は
紀
元
前
８
世
紀
か
ら
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
力

や

、

４

分
か
っ
た
。
宮
殿
中
央
に
は
ホ
ー
ル
が
あ
り
、
支
配

者
の
住
居
が
あ
っ
た
。
宮
殿
内
の
建
物
は
レ
ン
ガ
や

石
を
用
い
て
建
て
ら
れ
漆
喰
で
固
め
ら
れ
る
丁
寧
な

作
り
だ
っ
た
。

マ
ラ
リ
ア
を
感
染
さ
せ
人
命
を
奪
う
か
ら
で
あ
る
。

水
鉢
に
水
を
残
す
こ
と
は
一
部
の
戒
律
に
は
許
さ

れ
て
い
る
と
正
当
性
を
主
張
す
る
比
丘
た
ち
と
、
許

さ
れ
な
い
と
反
対
す
る
比
丘
た
ち
と
二
つ
に
分
か
れ
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